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 本論文は、序章と結章、そして、本論に当たる 7 章の全 9 章で構成される。序章
では、本研究の背景、問題意識、目的などについて述べている。第 1 章では先行研
究レビューを行い、第 2 章～第 4 章では、韓国化粧品企業を取り巻く事業環境分析
行っている。これらの章は、本研究の課題の解明のための予備的な考察である。そ
して、第 5章では第 1の課題の解明、これに続く第 6章と 7章では第 2の課題の解
明に取り組む。結章では、本論第 1～7章の考察結果をまとめ、本研究の結論、意義、
今後の課題について述べている。 




















品の占有率も 2001 年の 2％から 2015 年の 3％まで増加した。そのほかに、化粧品
の販売チャネルも多様化され、今や百貨店よりも免税店とネット販売が主な販売チ
ャネルになった。 




























体の分析が第 1の課題、韓国化粧品企業の分析が第 2の課題であるといえる。 
 まず、第 5 章では、第 1 の課題である韓国化粧品産業の国際競争力の変化を、貿
易統計を用いた分析を通して、時系列、品目別に解明している。個別企業の競争力
ではなく、韓国化粧品産業全体としての競争力の向上の有無を検証することができ







 次に、第 6 章と第 7 章では、国際競争優位がある韓国化粧品企業の戦略の変化を
具体的に解明している。取り上げる企業は、韓国二大化粧品企業であるアモーレ・












 第 7 章では、第 6 章に続き、韓国化粧品大手の LG 生活健康の海外進出戦略の事
例分析を行い、その特徴や変化を解明している。まず、韓国化粧品企業の FDIの傾
向と特徴を検討した後に、LG生活健康の海外進出戦略と韓国化粧品企業との戦略の
相違点を明らかにする。LG 生活健康は 3 つの事業部（化粧品、生活用品、飲料事
業部）を有しており、化粧品専門企業とは異なる海外進出戦略を行っている。たと










企業を取り巻く事業環境分析について、産業構造（第 2 章）、法規制（第 3 章）、政























































































④ 創価大学大学院経済学研究科博士後期課程在学中の 3年間で論文 6編（査読
付 2 編）、学会発表 4 回の研究業績があるほか、博士学位請求論文提出後も
1回の学会報告と 1編の論文提出を行い、意欲的に研究に取り組んでいるこ
と。 
 以上により、李賑培氏の論文は博士論文としての内容と水準を有しているものと
判定する。 
